
　　　Beneficial effect of aronia juice on fat accumulation 

　　　in white adipose tissue
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Black chockeberry (Aronia melanocarpa)
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Gene symbol Gene name Accession number Ratio 

Saa2 Serum amyloid A2 NM_011314 3.942 

Gadd45g Growth arrest and DNA-damage-inducible 45 

gamma 

NM_011817 3.351 

Igfbp1 Insulin-like growth factor binding protein 1 NM_008341 3.042 

Arl4d ADP-ribosylation factor-like 4D NM_025404 3.028 

Cyp3a11 Cytochrome P450, family 3, subfamily a, 

polypeptide 11 

NM_007818 2.889 

Mt2 Metallothionein 2 NM_008630 2.702 

Agxt2l1 Alanine-glyoxylate aminotransferase 2-like 1 NM_027907 2.645 

Cyp4a12b Cytochrome P450, family 4, subfamily a, 

polypeptide 12B 

NM_172306 2.171 

Slc25a25 Solute carrier family 25 member 25 NM_146118 2.130 

2310076L09Rik None None 2.125 

Slc39a4 Solute carrier family 39 member 4 NM_028064 2.082 

Eaf2 ELL associated factor 2 NM_001113401 2.048 

Spata2L RIKEN full-length enriched library, 

clone:A830015E22 

AK139339 2.000 

Gene symbol Gene name Accession number Ratio 

Serpina4-ps1 Serine (or cysteine) peptidase inhibitor, clade A, 

member 4, pseudogene 1 

BC031891 0.149 

Arrdc3 arrestin domain containing 3 NM_001042591 0.260  

Phlda1 Pleckstrin homology-like domain, family A, 

member 1 

NM_009344 0.360 

Me1 Malic enzyme 1, NADP(+)-dependent, cytosolic NM_001198933 0.421 

Foxa2 Forkhead box A2 NM_010446 0.432 

Idi1 Isopentenyl-diphosphate delta isomerase NM_145360 0.451 

Csad Cysteine sulfinic acid decarboxylase NM_144942 0.460 
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○小塚 美由記1 山根 拓也2,3,5  今井ももこ2,4,6 尾瀬いづみ７石田哲夫８竹中 重雄4  

阪本龍司2,3 乾 博2,4  山本好男9 大久保 岩男8 中垣剛典5 中野長久2, 3

1)北海道文教大・健康栄養 2) 大阪府大・生資セ 3)大阪府大・生命環境 4)大阪府大・地域保健
5)中垣技術士事務所・食科研 6)相愛大・発達栄養 7)北大院・薬 8）琉球大・理

9）三重大・地域拠点 10)市立三笠総合病院

目的

アロニアには様々な健康効果があることが知られており、多くの生理活性
物質が含まれることが予想される。アロニアの持つ健康効果の一つとして、
ＬＤＬコレステロールを減少させる働きがある。これまでの研究では、マウ
スにアロニア果汁を摂取させると血中ＬＤＬコレステロールが減少すること
を確認し、アロニア果汁にHMG-CoAれだくだーぜ阻害があることを明らか
にした。本研究ではアロニア果汁に含まれるHMG-CoAレダクターゼの阻
害物質の同定を行うことを目的とし実験を行った。

アロニアとは

＜動物試験＞

●高フルクトース食とアロニア抽出物をオスのラットに同時に6週間摂取させると高フ
ルクトース食のみの摂取でおこる血中LDLコレステロールの上昇が抑制される（Qin et
al., British J. Nutr. 2012)。

●高脂肪食とアロニア果汁(100 %)を摂取させオスのマウスに同時に4週間摂取させる
と脂肪食のみの摂取でおこる血中LDLコレステロールの上昇が抑制される（Yamane et
al., FFHD 2016)。

＜ヒト臨床試験＞

●メタボリックシンドロームの男⼥38名にアロニア抽出物を摂取させると、2ヶ月間の
摂取で上昇していた血中LDLコレステロールが有意に低下する（Sikora et al., Eur. J.
Nutr. 2012）。

●成人の喫煙経験者24名にアロニア抽出物を12週間摂取させると、血中LDLコレステ
ロールが有意に低下する（Xie et al., Nutr. Res. 2017）。

Sample：aronia juice

提供：中垣技術士事務所

アロニア摂取によるLDLコレステロール

上昇抑制作用

分類：バラ目 バラ科 ナシ亜科 アロニア族

学名：Aronia

和名：アロニア、アローニャ、セイヨウマツカ

英名：Chokeberry,Aronia

＜特徴＞

・寒冷地に強い

・非常に渋みが強く、加工用に使用される割合が高い

・２０１６年に北海道が「北海道果樹農業振興計画」により、振興果樹とし
て選定され栽培目標が掲げられた。

・道内生産量は4.8ｔ

＜健康効果＞

・抗酸化作用 ・心臓血管系への効果

・血圧の正常化 ・脂質低下作用

・抗糖尿病活性 ・抗ガン活性

・神経系への効果 ・抗炎症活性、抗菌作用

・胃保護作用

アロニア果汁によるHMG-CoA還元酵素の阻害

アロニア果汁のC18

カラムによる分離

各分画によるHMG-CoA

レダクターゼ阻害

＜HMG-CoAReductaseアッセイ＞

①陽性対照としてHMG-CoA還元酵素の
阻害剤として知られるスタチンを用いた。

②Sigma社製のHMG-CoA reductase 

assaykitを用いて反応を行った。

③340nmの吸収を測定

分画4のクロマトグラフ

分画４の分離と各ピークの阻害活性

阻害活性を有するピークの質量分析
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●アロニア果汁の４０％メタノール画分（分画４）にHMG-CoA
レダクターゼ阻害活性が確認された。

●分画4を分離すると12のピークが得られ、ピーク8と10において
HMG-CoAレダクターゼ阻害活性が検出された。

●質量分析により、delphinidin 3-galactosideが阻害活性成分
として含まれていることが明らかとなった。


